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Recently, bigb rate fixed-film systems have been developed in an attempt to take advan-

tage of microorganism removal capability and to reduce reactor volume.

This paper describes the structure, characteristics of the aerobic biological filter which has

been developed by Shinko-Pfaudler and the results of the wastewater treatment application.

ま え が き

省エネルギー,省スペースが要求される今日,活性汚泥

法レこかわる技術として生物膜法が各種開発されてきた｡当

社でも接触酸化法,回転円板法などの生物膜法が開発され

多くの実績を有してきた｡

しかし最近はさらに維持管理や性能面からの要求が高く

なり,新たな技術が求められている｡

生物膜辞退法はこれに答える新技術の一つであり, BO

D除去と同時に, ,;戸過機能も合せて待つため最終沈殿池が

不要,あるいは02溶解効率が高いため省エネルギー形で

あるといった特長を有している｡

当社ではこの生物膜炉過法に於いて,当社方式として洗

浄方法に工夫をこらした｢バイオコンタクトフィルター+

を開発した｡

本稿では当社で開発した｢バイオコンタクトフィルタ

-+の特性とベンチスケー/レとパイロッ十プラントスケー

O ルでのテスト結果による処理性能について報告する｡

1.構造 と 原王里

1. 1構造概要

第1図に生物膜七戸過装置｢バイオコンタク

1-フィルター+の構造概念図を示す｡第1図が

示すようにその構造は重力式f戸過器に類似して

いる｡重力式炉過器との相異は,常時下部より

散気していることと,大きな粒径の炉材を使用

している点である｡

構造を下部より順を追って説明する｡まず櫓

下部層高300-600mmを支持層とし,粒径6-20

mmの砂利を充填している｡この支持層には,下か

ら逆洗空気管,処理水集水及び連洗水管,散気空

気管の3本の-ッダー管を設置しており,これら

はそれぞれ均等な水,空気の分散が行えるよう

設計されている｡なお,集水･逆洗機構には特殊

なレオボルドブロックを使用することもある｡

支持層の上部2 000J-2 500 mmを生物膜炉過

層とし,炉材として粒径3/-20mmの多孔質媒

B

＼1

体を充填している｡炉材の粒径は,処理目的に応じて使い

わけられる｡

生物膜炉過層の中間部よりやや上吾郎こは, ｢バイオコン

タクトフィルター+の特長である中間洗浄管を設置してお

り,これにより逆洗の効率化を図っている｡

生物膜炉過層より上部には,水抜管と逆洗排水トラフが

設置され,逆洗が確実に行われるようになっている｡

原水は計量槽等を通って槽上部から流入する｡

1. 2 原理

生物膜炉過法の機能は, BOD酸化と炉過の2つの機能

から成り立っている｡ BOD酸化原理は,他の生物膜法(接

触酸化法,回転円板法)と同様,炉材表面に付着した微生物

の働きによって行われるものであり,槽上部より流入する

原水が炉材間を通過する時,汚水-の酸素溶解と,微生物に

よる有機物の吸着,分解が行われる｡生物膜炉過法では粒

径の′J＼さい炉材を使用しているため,その表面積が600′-

1000m2/m3もあり,他の生物膜法に比べて多くの微生物

を保持でき単位容積当りの有機物負荷を大きく取ることが

できる.また,気泡は炉材に衝突しながら曲線的に上昇す
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第1園 生物膜炉過装置概念図

Fig. 1 Schematic diagram
of the aerobic biological filter "BCF”
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るので急激に粗大化せず滞留時間も長くなり,高い酸素利

用効率が得られるため高負荷運転が可能である｡

炉過機能は,炉材粒子間隙での辞退作用だけではなく生

物膜表面へのPR着による炉過作用によっても,より効率的

に行われているものと思われる｡そして捕捉された原水中

のS Sおよび有機物の分解等によって増殖した微生物は,

逆洗を行うことにより槽外に逆洗排永として排出される｡

これら2つの大きな機能により, 1槽で酸化分解と辞退

が行われ,コンパクトな装置で安定した良好な処理水が得

られことになる｡

2. ｢バイオコンタクトフィルター+の特長

バイオコンタクトフィルターは通常の活性汚泥法にくら

べ多くの特長を持っている｡すなわち,

1 )最終沈殿池が不要｡

炉過機能があるので最終沈殿弛がいらない｡

2)設置面積が小さい｡

BOD容積負荷が大きくとれること,および最終沈殿池

がいらないため設置面積が小さくてすむ｡

3)処埋の安定性に優れている｡

微生物菌体を多量に保持できるため,流入原水の水質変

動に対しても充分対応でき安定した処理水が得られる｡

4)消費動力が少ない｡

粒状充填担体および空気と原水の向流接触により高い酸

素利用効率が得られ,供給空気量が少なくてすむ｡従って

消費動力も少なくてすむ｡

5)維持管埋が容易

逆洗は全て自動化ができ維持管理が容易である｡

6)逆洗排水量が少ない｡

当社方式の中間洗浄機構により効率良く捕捉S Sを排出

するので逆洗排水量が少なくてすむ｡

3.装置性能と処理特性

生活排水,故紙再生排水及び食品排水を対象としたパイ

ロットテスTl,ベンチテストなどから｢バイオコンタクト

フィルタ-+の基本的な処理特性を調査してきた｡その結
果を以下に示す｡

3. 1 BOD除去性能

生活排水および食品排水の処理におけるBOD負荷とB

OD除去速度の関係を第2図に示す｡ BOD負荷およぴB

OD除去速度は充填炉材容積当りで,次式で表わされる｡

BOD負荷-QiXLoxlO‾8/VAt (kg/m3･d)

BOD除去速度-QiX (Lo-L｡) × 1013/V,I

(kg/m8･d)
Qi :流入原水量(m3/d)
Lo,Le
:流入原水,処理水BOD濃度(mg/e)

Vb･l :充喚声材容量(m3)

第2図よりBOD負荷とBOD除去速度の関係は負荷が

4kg/m3･dまでは直線的に上昇し,それ以上の負荷にな

るとやや勾配が緩やかになっている｡いずれにしろ負荷を

大きく取る程,除去速度ほ直線的に増大するので,本装置

は高負荷運転の可能性だけでなく,前処理装置としての有

用性も示している｡

一方,第3図にはBOD負荷とBOD除去率との関係を
示すoすなわちBOD負荷が大きくなる程,除去率は低下

するが, BOD負荷8kg/m3･d程度でも, BOD除去率80

%以上が得られる｡
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3. 2 SS除去性能

｢バイオコンタクトフィルター+におけるSS除去性能

は,流入SSの性状,炉材粒径と充填高さ,通水速度(L

V)等の条件によって異なる｡今回LVとSS除去性能の

関係について調査した結果を第4図に示す｡第4園は生活
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第1表 逆洗工程表

Table 1 Time chart of
backwash

∫

Norma一

operation
Intermediatebackwash Periodicalbackwash
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第5図 生物膜炉過装置の酸素吸収効率の推定
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第6 園

Fig. 6

排水と故紙再生排水のパイロットプラントテスT結果を示

したものである｡それによるとLV2m/h以下で郎%以上

の除去率が得られているが, LVが大きくなるほどSS除

去率は低下する傾向にある｡また散気-ッダーを支持層の

上200mmの所に設置し,仕上ゾーンとして空気吹き込み

がない部分を設けSS除去性能を比較検討したが,第1園

に示したものとの差異はみられなかった｡

3. 3 供給空気立と酸素吸収効率

活性汚泥の酸素利用と基質除去の関係は次式で示され

る｡1)

AO2-a′･L,＋b′･Ⅹv
1)

』02 :必要酸素量(kg/d)
L∫
:除去BOD量(kg/d)

Ⅹ':活性汚泥量(kg)
a′
:除去されたBODのうち増殖のエネ/レギ-

逆洗後経過時間と損失水頭

Head loss
profile

vs. time after backwashing

を獲得するのに利用される割合(-)

b′
‥汚泥の内生呼吸に利用される割合(1/d)

また,供給空気量は一般に次式で与えられる｡

Qa-AO2×1/1129×1/O123×1/Ea---.･---(2
)

Qa :必要供給空気量(N-m8/d)

Ea:酸素吸収効率(-)

上の2式中の係数a′,b′,Ⅹv,Eaを与えることによって,坐

物膜炉過に必要な空気量を求めることができる｡

故紙再生排水を対象としたパイロッTプランTテストに

おいて,供給空気量を単位除去BOD量当りの空気量Qa/

Lr(N-m3/kg+徐去B 0 D)で表し,一定の負荷条件でQa/
Lrを15-40の範囲で変えて, Qa/LrとBOD除去率及び
処理水D Oとの関係から最適Qa/Lr値を検討した結果20-

25という値を得た｡このパイロッ†プラントテス†結果と

(1)式･ (2)式から生物膜炉過装置の酸素吸収効率Eaを

I(ol･ 29 No. 3 (1986/3) 神鋼ファウドラー技報
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求めた｡

故統再生排水におけるQa/LrとEaとの関係を求めた結

果を第5図に示す｡生物膜炉過装置の酸素吸収効率は第5

図から, 12-15%の範囲であると言える｡

3. 4 SS捕捉量と済過圧損･逆洗工程について

｢バイオコンタクーフイ)I/グー+では懸濁質の炉材間隙

内への抑留,炉材表面での微生物の増殖による粒子間の水

路の閉塞により通水抵抗が増し圧力損失が増加する｡生活

排水処理パイロッヤプランtテストでの充填容積あたりの

s s捕捉量を測定したところ,約1･5kg-drySS/m3であっ

た｡また,第6図に逆洗後の経過時間と損失水頭の関係を

示す｡この損失水頭が一定の値に達すると,検知器により

水位を検出し,決められた工程の逆洗(中間逆洗)を行う

ことによって捕捉SSおよび増殖汚泥を系外に排出する｡

逆洗は,炉過抵抗の増大だけではなく時間設定による定期

的逆洗(本道洗)の組合せによって行われる｡逆洗ひん度

は,原水水質によって異なるが,本道洗が1-2回/日,中

間逆洗が0/-4回/日である｡

すなわち,当社方式の逆洗工程は,前記本道洗工程と中

間逆洗工程によって逆洗を確実に行い,かつ達洗時間と逆

洗水量の低減化を図っている｡

第1表に当社方式の逆洗工程を示す｡

本道洗工程における,最適空気及び水道洗流速や,逆洗

時間は,それぞれ空気逆洗で25-40 m/也, 2-4分,水道

洗で約30m/h, 3-5分であるが,排水の種類によって生

成する汚泥フロック径,沈降速度が異なるため,逆洗排水

の排出方法に注意をはらう必要がある｡

3. 5 汚泥発生量

活性汚泥の増殖は一般に次式で示される｡1)

』Ⅹ- aLr -bXv

』Ⅹ :正味の汚泥発生量(kg/d)

Lr :除去BOD量(kg/d)
Ⅹ,
:活性汚泥量(kg)
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第 8 図

炉材充填層厚別のBOD, SS

濃度

Fig. 8

BOD, SS remaining as a function

of media
depth

第 2 表 音戸材付着汚泥捌起結果

Table 2 Biomass fixed to grarlular rIle〔lia
＼-------㌔_____

Total organic load

Sampling point

1 kg/m3･d 3 kg/m3 ･d

7.4 kg/m3

8.42 ク

9.24 ク

7.24 ^/

2 kg/m3 ･d

6. 83kg/m3

7.35 ク

&33 //

15. 1 //

@ ;51 69kg/m3

(垂 6.24 ノク

㊤ i8.3 /ク

① !7.1 /I

Average 室6.83 I, ; 9.4 //

'8.08
〃

I

a
:除去されたBODが細胞合成に用いられる割合

(-)

b
:自己酸化による汚泥減少率(1/d)

実際の活性汚泥処理プロセスでは,正味の汚泥発生量AX t
と流入原水中のS Sに起因する汚泥量の合計を余剰汚泥量

として取扱うので,上式を次のように変形して汚泥発生量

を求めた

』ss-』Ⅹ＋S｡(c＋d)-Se-aLr-bXv＋S｡ (c＋d)-Se

』SS :余剰汚泥発生量(kg/d)
S｡,S｡
:流入,流出SS量(kg/d)

(c＋d) :流入SS中の無機質及び100メッシュ以上有機

質SSの割合

係数a, bの値は廃水の種類や処理条件等によって異な

るが,多くの都市下水や有機性排水について a=0.3′-

o.8, b-0.05-0.18という数値が報告されている｡1)

生活排水を対象としたパイロットプラントテストにて,

ASS, Lr, Ⅹv, So, Se, (c＋d)を実測し,正味の汚泥発生量

』Ⅹ及びa, bの値を求めた｡その結果a-0.39, b-

o.o71という数値が得られた｡また』Ⅹは除去BOD量当り

の比率に換算すると28%という値が得られた｡これらか

ら,生物膜.77]d過法は,汚泥発生量の少ない方法であると言

うことができる｡
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3. 6 炉材付着微生物量及び微生物相

炉材V-付着している微生物量を各BOD負荷1-3 kg/

m3･dの条件の下で炉材の充頃高さ別に,第7図むこ示す4

ケ所のサンプリングポイントで測定した｡この測定結果を

第2表に示す｡この測定結果では,微生物付着量は, 6.83

-9.4 (平均8. 12) kg-MLVSS/m3炉材であり,充填層の

上部④, ④よりむしろ中間部④の方が多くなっており,坐

物膜炉過では全層にわたって,生物酸化とS S捕操が行わ

れていることが推察できる｡なお, BOD負荷と微生物付

着量との間には相関関係は見られなかった｡

付着微生物量の猟定と平行して,顕微鏡による微生物の

種類を調査した.表層部④ではT(orticella等の繊毛虫類

辛, Nematoda等の線虫類, Sphaerotilus等の糸状菌な
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第9園 負荷変動の処理水質への影響

Fig･ 9 Profile
of effluent quality under various organic

loading conditions

LC

El

冨
Pl

Raw water pump

瞳声Backwash
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㌍
年表Process air
blower
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旦竺皇

第11囲 パイロットテスト装置フロ-チャ-ト

Fig･ ll Flow
chart of

the
pilot plant test

E2

t'BCF”

ど多種類の微生物が出現しているが, ㊥より下方でほ,微

生物の種類が減少し,織毛虫類や糸状菌ははとんど見られ

なくなっている｡

3. 7 炉材充填層厚さ毎の処理水変化

故耗再生排水を対象として,第7図VL示す各サンプ1)ン

グ管位置のSS, BODを測定し,炉材充頃層厚さ毎の処

理水質変化を調査した｡この結果を第8図に示す｡

流入原水に対するSS, BOD除去率は,充填層厚さ

0･5m, 111m, 1･8m及び処理水出口の位置でそれぞれ, S

Sは52.1%, 62.8%, 67.9%, 79%であり, BOI)では
1()()
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第10図 逆流排出汚泥の沈降曲線

Fig. 10 Settling curve
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第 3 表 生活排水のパイロットプラントテスト結果

Table 3 Test results of domestic waste water using pilot plant

I I I l 風 l Ⅳ

BOD load
【/〕

h

A)

q)

∈
ETl
h

ed

D<

⊂/)

コ
∽

V
ト+

の

Q)

ト

Hydraulic loading

Specific air supply

Water temperature

T-BOD

S-BOD

T
ICOD

S-COD

SS

In fluent

Effluent

kg/m3･d l 0.61-1.54(1.08)

m/h ; 0.83

Nm3/kg･BOD 1 18.2-25.8(20.4)
r

oC i 23･2-26

mg/e i 61.1-154(107.4)

mg/e l 5.4-17.9(ll.9)

% Removal

hfluent

E一f1lユent

% Removal

l lnflロent
1

l Effluent

% Removal

lnfluent

Effluent

% Removal

hfluent

Effluent

% Removal

mg/ど

mg/e

mg/♂

mg/ど

mg/ど

mg/ど

70. 7-96. 5(88. 1)

41.4-55.1(47.1) 【
4. 46′･-ll. 4 (8. 54)

72. 5-91. 9(81. 5)

43. 3′-92. 4(67, 9)

13. 5/-21. 2(18. 2)

55. 2′-85. 4(72. 1)

29. 5-38. 5 (33. 6)

12. 7-18. 8(15. 3)

45
-64.2(54.5)

mg/e i
40 -198 (82.7)

mg/β ㌔ 0.4-6.8 (4.1)

83
-99.8(92.2)

0. ∂9′-2. 52 (1. 45)

0. 83

28
′-41.､8(36.2)

19. 2ノー′22.5

97. 4′-252 (172)

ll.5′-30.2 (20)

88
/-89 (88.4)

48
′-80,9(64.7)

10. 2-22. 4(15. 8)

72. 3′-78. 7(75. 6)

62. 5′-144. 3(102)

16
ノ-32 (23.3)

74.4′･-78 (77. 2)

33. 7ノー47. 1 (41. 3)

15. 2′-25. 8(20. 0)

45. 3.-′55. 9(51. 6)

125 /-282 (184)

2. 8′-15 (7. 5)

94. 7′-97. 8(96. 4)

≒ー

1. 89ノ-3. 35(2. 62)

1.25

20.7′-33. 1 (25)

25′-′29. 1

150 ′-223 (187)

ll.8′-21 (16.7)

90
-94.6(91.1)

68.2′-75 (71.9)

9.7′-15.6 (12.4)

78. 7ノ-86. 4 (82. 8)

90.3′-129 (110)

16. 6′-25. 1(21. 1)

72. 9-85. 0(80. 8)

38. 8′-45. 6(43. 8)

14. 9′･-20. 4(17. 5)

卜;:-:-:Z=6(2i≡
i
I ‾‾‾‾‾
6ノ-24 (14.3)
1
___________ __l 87.2-96.2(93.3)

2. 16/-4. 91 (3. 45)

1.25

9. 4′-17. 2(13. 5)

21.5

216ノ-327 (254)

15. 9-33. 7(24. 5)

84. 4-92. 7(90. 4)

92.4′-162 (117)

ll. 2/-23. 4(18. 7)

74.7ノー88.4 (84)

125
′･-184

(146)

19.8/-35 (27. 1)

72. 1′-85. 6(81. 4)

50
′-67.6(56.2)

16
′-26.6(22.6)

46. 8′･-68. 6(59. 8)

230
/-530 (388)

14
′-24.5(19.7)

91. 1-97. 4(94. 2)

i

58.4%, 71.8%, 81.4%, 85.2%である｡この結果からみ

ても生物膜炉過が,炉材充填層全体が有効に活用されてい

ることを示している｡

3. 8 負荷変動の処理水ヘの影響

設定BOD負荷2.5kg/m3･d, LV2.5m/hの条件での生

活排水処理テストにおいて,水質変動によるBOD負荷変

動の処理水-の影響を調査した結果を第9図に示す｡ BO

D負荷は1.55-3.42 kg/m3･dの範囲で変動しているが処

理水はBOD12-15mg/e, S S7･5-13mg/eの範囲で安

定しており,この程度の負荷変動は,処理水質へ影響しな

いと言える｡

3. 9 逆洗排出汚況の沈降性

生活排水及び故紙再生排水の処理テス下における逆洗排

出汚泥の沈降性テスト結果を第10園に示す｡ SV80は生活

排水で18%,故紙再生排水で12%であり, SVIはそれぞ

れ, 91, 53であった｡故系氏再生排水の場合は,原水中の粘

着性物質の影響もあって,排出される汚泥のフロック径が

非常に大きくなっており,沈降性が良く,特に初期沈降性

に優れている｡

4. テスト実施例

4. 1生活排水処理パイロットプラントテスト

生活排水を対象として'85年4月から7月まで約3ケ月

神戸市内の合併し尿浄化施設内でテストを行ったo

4. 1. 1 テスト装置

テスト装置は,1m□×4mtiの鋼板製角形槽で,槽内に

は,粒径4′-7mmの多孔質天然鉱石を2m高さで充填し

ている｡この装置は,逆洗工程を自由に変えられるよう,

シーケンサを用いた全自動運転となっている.装置のフロ

ーチャーtを第11図に示す｡
4. 1. 2 テスト方法

上京水には,調整槽の貯留水を使用した｡この原水には多

量のSSが含まれており,当初はそのままこれを生物膜炉

過に流入させていたが,逆洗が頻繁にかかったため,後に

は20メッシュ金網のカゴ形スクl)-ンで粗大SSを除去し

て流入させた｡

逆洗はタイマーによる定期的な逆洗(本道洗)と水位上

昇検知による道洗(中間逆洗)の組合せにより行ってい

る｡これらの逆洗工程は第1表に示すように,本逆洗は全

工程約15分で, 1-2回/日の設定であり,中間逆洗は全工程

約7分で3/-4回/本道洗サイクルとし,中間逆洗回数が設定

値を越えた時本道洗に移行するシーケンスとなっている.

テストは種汚泥として,活性汚泥設備の返送汚泥を充填

炉材容量に対し500mg/eとなる量を投入し, BOD負荷

3kg/m3･dで馴養運転を1週間行った後, BOD負荷,は

っ気空気量をそれぞれ変えで性能調査テストを実施した｡
4. 1. 3 テス†結果

馴養開始より5日目でBOD除去率90%, SS除去率

97.4%に達し,早い立上りであった｡第3表に,平均BOD
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第 4 表 食品排水のカラムスケ-ルテスト結果

Table 4 Test results of food processing waste water using column scale
test
plant

No dilution

l l I

Ten times dilution

Ⅰ′ 巳 Ⅰ′ 】 皿′

U)

l{

d)
～

4)

≡
q
I+

【匂

P<

BOD load

Hydraulic loading

Water temperattlre

T-BOD

!
s‾BOD

号l-‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ど;
T-COD

局:
4)

･ト:

S-COD

ilfLu_T
; Effluent

% Removal

Influent

Effl uent

i % Removal

⊇Inflt,ent

Effluent

% Removal

Inflllent

Effluent

% Removal

bfluent

Effluent

% Removal

kg/rn3･d l 6

≠竺LⅧ′_竺
Il---一芸--
mg/♂ ～

mg/e 至 997

mg/e

mg/e

mg/β
≒

mg/e

81.9

5 306

577

89. 1

1 755

610

l 65･ 2

__r_

_
_
_
～
_
_
_
_
_

mg/el
1575

T-!-(e

--L--I;;≡
mg/e ≠ 811

mg/e ⊆ 256

1 68. 4

2.5 1 4.9 1 2.6

0. 032

28

2 328

85. 5

96. 3

2 287

35. 9

98, 4

878

197

77. 5

700

166

76. 3

422

63

85, 1

96. 9

79. 2

418

52.0

87. 6

164

93.6

42. 9

138

57. 0

58. 7

92

70

23. 1

0.19

28

398

27. 6

93. 1

318

12.9

95. 9

124

55.2

55.5

109

42. 4

61.2

43

41

6, 75

0. 52

28

377

77. 1

79. 5

367

53. 1

85. 5

162

68. 1

58. 0

138

53.9

61. 0

57

42. 5

25.5

負荷1･08, 1･45, 2･62, 3.45kg/m3･d の4つの負荷条

件での処理結果を示している｡これらの負荷条件における

処理水のT-BOD/SS平均潰度はそれぞれ11.9 mg/e/4.1

mg/e,
20
mg/e/7.5mg/e, 16.7mg/e/14.3mg/e,

24.5mg

i? /e/19.7mg/eであり,負荷が高くなるほど処理水質も高

くなる傾向にあった｡しかし除去率で見ると,それぞれ

88.1%/92.2%, 88.4%/96A%, 91.1%/93.3%, 90.4%

/94.2%と高い除去率を示しており,これらの負荷範囲で

は処理性能に大きな差は見られなかった｡本道洗の額度

は,流入SS負荷が大きい時は2回/目必要であったが,

通常は1回/日が適当であった｡

4. 2 食品排水処理カラムテスト

食品排水を対象として,高濃度の醤油製造排水の無希釈

高負荷処理を目的とした,実験室カラムテスTlを実施し

た｡

4. 2. 1 テスト装置

第12図にカラムテスト装置の概略図を示す.カラムは

PVC製で,カラムの中には4-7mm径の多孔質天然鉱

石を充填している｡

4. 2. 2 テスト方法

2基のカラムテスト機により, BOD約5000mg/eの原

水の無希釈処理と10倍希釈処理を平行して行なった｡原水

の希釈には水道水を使用した｡ばっ気空気量はカラムの上

J
Effl tlerlt

T
F
E
U

⊂=

⊂=

n

(U

｢コ

Illfluellt

Air

†
Backwash wat_er

第12園 カラムテスト装置概略図
Fig･ 12 Schematic diagram of the column scale test plant
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第13図 S-BOD負荷とS-BOD除去速度との関係

Fig. 13 S-BOD load versus S-BOD removal
rate

部でDOが約1mg/eとなる量とした｡充填炉材の逆洗は1

回/日水道水を用いて行なった.テスト条件としては,読

定BOD負荷2.5, 5･0, 7･5kg/m3･dの三条件とした｡

4. 2. 3 テスTl結果

無希釈処理と10倍希釈処理の処理平均値を第4表に示

す｡

1)無希釈処理結果

B OD負荷2.5, 6.0 kg/m3･dにおける処理水T-BOD及

びT-BOD除去率はそれぞれ85･5mg/磨/96. 3%, 997mg/♂

/81.90/oであった｡こv)カラムテスll模は炉材充填高さが

低く, BOD, CODの除去を主目的とし, SSの除去は

あまり考慮していないため,処理水S Sは高く各負荷条件

で63-256mg/eの範囲であった.このSS V-起因する

BODを除いた溶解性のS-BODで見ると,処哩s-BOD及

びS-BOD除去率は, BOD負荷2･5, 6kg/m3･dにてそ

れぞれ35.9mg/e/98.4%, 577mg/e/89. 1%であり,非常

に高い処理性能を示している｡このテスト結果より,生物

膜炉過は,前処理装置として高濃度排水を無希釈で直接処

理することが可能と言える｡

2) 10倍希釈処理

無希釈処理の場合と同様S Sについては除去性能は悪く

処理水S Sは各BOD負荷範囲にて, 41-70mg/eであっ

た｡S Sを除いたS-BODの処理水質及び除去率は,
BOD

負荷2.6, 4.9, 6.75 kg/m3･dにてそれぞれ12･9 mg/e/95･ 9

%. 52mg/ど/87.6%, 53･1mg/β/85.5%であった｡ COD

については,難生物分解性物質が含まれているためか,

除去性能が悪く各負荷条件での処理水S-COD及び除去率

は, 42.4-57mg/e, 58.7-61.2 %で負荷条件による差は

あまりなかった｡無希釈処理と10倍希釈処理との処理性能

の差を第13図に示す｡ S-BOD負荷とS-BOD除去速度との

関係で見ると,やや無希釈処理の方が高い性能を示すと言

える｡

む す ぴ

高効率有機性排水処理装置｢バイオコンタク†フイ)t'

クーについて構造,原理などの概要およびパイロット装

置,ベンチテスト装置の運転結果を簡単に述べた｡

前述したように｢バイオコンククーフイ)I,メ-+は生物

膜法を発展させ,従来の生物処理法が持つ欠点を克服する

目的で開発したものである｡本装置は,炉材粒径あるいは

負荷条件を考慮する事によって,前処理,二次処理,高度

処理および脱窒処理として用いることができ,生物処理装

置の主流となるものと思われるo

なお,近々に運転が開始されるゴミ埋立余水処理での運

転結果忙ついて,後日の機会に報告したいと考えているo
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